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第 100図  上平遺跡出土土器
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第 101図  上平・金井裏遺跡出土土器
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第 102図  金井裏遺跡出土土器
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第 103図  和手遺跡出土土器
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第 104図  和手遺跡出土土器

―- 125 -―



04

109イ

105

第 105図  和手遺跡出土土器
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H4年度航空写真

H5年度航空写真
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SB-44～46
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SB-44・ カマド



SB-47 ST-19

ST-22ST-21

ST-56 SD-36

平成4年度・作業員の皆さん
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平成5年度・作業員の皆さん
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本書が刊行されるまでは、約 3年間の発掘調査と整理作業を費やすこととなった。

その間、公私にわたり多くの困難に遭ったが、多くの方々の御協力、御理解、御支

援をいただき、刊行にこぎつけることができた。とりわけ、夏の暑い日に発掘調査

に従事してくださった作業員の皆様には頭の下がる思いである。また、本書では担

当者の経験不足の為、言いたいことを十分に述べることができず、知識の不足の為

に多くの間違いがあることと思われる。御容赦願いたい。次国のチャンスというも

のがあるのならこの経験を生かして、より良い報告を目指したい。

最後に、宮の前遺跡発掘調査に係わったすべての関係者に深い謝意を表して終わ

りとしたい。
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